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本日は石垣徳夫ガバナー補佐、杉山直事務局長

が訪問されました。後ほどガバナー方針のお話を

頂きます。 
７月７日北村藤枝市長を会長、副会長、幹事、

副幹事、創立４０周年実行委員長の５名で表敬訪

問しました。創立４０周年を記念して藤枝市に対

し寄付行為を行いたいとの申し入れをし、過去の

周年事業ででは総合病院の患者用の書籍を寄付し

た経過を話しました。そのなかで市長より病院会

計の赤字については徐々に回復しており、より医

師の確保、診療科目の充実を図りたいと話されて

いました。懸案であった産科医不足も３名の医師

確保ができたこと小児科医療もより充実している

こと、緊急小児科医療では県内でも３番目に位置

する内容となっていることなど地域医療の核とし

て着実に進化しているとの話しでした。市長の手

腕に期待したいところです。 
公立病院は全国で９７０あり赤字率は全国で７

５％以上、累積欠損金は約２兆円を超えているそ

うです。統計的に見ると１００床あたりの収益は

マイナス１１００万円となり藤枝市立総合病院は

５９０床あり毎年６５００万円程度の赤字は免れ

ないことになります。 
なぜ赤字経営となるのか元千葉県立がんセンター

長、龍崇正氏は①国の低医療費政策②地方公営企

業法の適用を受けるため、病院運営に必要な人材

やシステム導入など状況に応じた弾力的な経営が

できない。又、公務員ルールを適用した運営をす

るので効率的な運営ができない。その他色々な原

因があり複合的要素となっていると語っています。 
病院の赤字問題はよりよい方向へ向かうべく利

用する立場からの視点を持って考えてゆかなけれ

ばならないと考えます。 

■ 幹 事 報 告                大塚 博巳君 
• MOA 美術館(7/16～9/19 三代目徳田八十吉展)案

内が届いております。 

• The rotarian が届いております。 

• 藤枝明誠中学・高校、本校後援会より賛助金依

頼の趣意書が届いております。（１口５,０００円） 

■ 出 席 報 告           小西 啓一君 
本日のホームクラブ 
出席者 前回の補正出席者 

38／44 86.36％ 38／44 86.36％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○石割君 ○杉山君 ○松葉隆君 鈴木舜君 

○玉木君 仲田晃君 

■ ビ ジ タ ー                   
伊藤 一成君（島田）    髙杉 光洋君（藤枝南） 
漆畑 雄一郎君（藤枝南） 桑原 茂君（藤枝南） 

■ スマイルＢＯＸ         小西 啓一君     
• 石垣ガバナー補佐のご来訪を心より歓迎いたし

ます。１年間宜しくご指導をお願いいたします。 

                         青島 克郎君     

• 妻の誕生日を祝っていただいてありがとうござ

います。ロータリーでもらったので自分個人か

らはやらなくて良くて、ダブルでありがたいで

す。              大塚 高弘君 
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• １年間出席・スマイル担当でお世話になりまし

た。本年は会計でお世話になります。よろしく。 

竹田 勲君                           

スマイル累計金額 ４２，０００円 

■ ガバナー補佐クラブ訪問        
 

静岡第５分区 

ガバナー補佐 

石垣 徳夫君 

 

 

『ガバナー補佐訪問挨拶及び 

ガバナー方針伝達』 

本年度、国際ロータリー第２６２０地区、静岡

第５分区ガバナー補佐を務めさせて戴きます、静

岡北ロータリークラブの石垣でございます。 

 本日は貴重なお時間をお借りして就任のご挨拶

と、ガバナー方針の伝達ということで、杉山事務

局長と一緒にお伺いさせて戴きました。 

 さて、いよいよ２０１１～２０１２年度がスタ

ート致しました。カルヤン・バネルジーＲＩ会長

のテーマは「こころの中を見つめよう、博愛をひ

ろげるために」です。自分自身の心の中をじっと

見つめて、今自分がして欲しいと思うようなこと

を廻りの人になし、その愛を広げていこう。 

 国際ロータリー第２６２０地区 積 惟貞ガバ

ナーのテーマは「今こそロータリーの真価が問わ

れる時」です。我々は何をなすべきか、今は変化

の狭間の大変な時期に当たります。変化のなんで

あるかを充分に理解して対処しましょう。となっ

ております。 

 また、去る３月１１に発生した東日本大震災に

ついては、国際ロータリー第２５２０地区（２６

ＲＣ）、第２５３０地区（３ＲＣ）、第２８２０地

区（１６ＲＣ）の合計４５クラブが被災されてお

ります。ガバナー事務所内に東日本大震災支援委

員会を設けて、ファイブ・フォー・ワンクラブ（被

災地にある１つのロータリークラブと、被災地外

にある５つのロータリークラブが一組になって、

チームで活動するシステム）を早急に立ち上げよ

うとしております。これにつきましても皆様のご

理解を戴きたいと思います。 

 ＲＩ会長並びに積ガバナーのテーマに沿って一

年間進めて参りますので、ご支援・ご協力をお願

い申し上げます。 

 本日は就任の挨拶ですので簡単に自己紹介させ

て戴きます。 

１９４５年１０月７日に静岡市に生まれ現在６５

歳です。職業は総合住宅設備機器の設計・施工・

販売です。 

ロータリー歴は、１９８０年１１月１２日、静岡

西ロータリークラブへ入会致しました。静岡西ク

ラブ創立５周年の周年事業の１ヶ月程前でした。

当時は３５歳と静岡市内で一番若かったと思いま

す。約１０年間静岡西ＲＣに在籍し、静岡西ＲＣ

創立１５周年記念事業として、アデショナル設立

に伴い１９９０年５月１５日に現在の静岡北ロー

タリーのキーメンとして移籍致しました。 

１９９６～１９９７年、青島ガバナー年度に会長

を務めさせて戴きました。２００９～２０１０年

度、地区のローターアクト小委員会委員長も経験

させて戴きました。 

 クラブ内の各役職を経験するのに約３０年掛か

りました。やっと全役職を達成したと思った矢先、

ガバナー補佐のお役目が回って来ました。 

 ロータリーはなかなか楽をさせて貰えません

ね！・・・が実感です。 

報奨はマルチブルポールハリスフェロー、ベネフ

ァクター、米山功労者です。 

入会から現在までの３１年間、出席率１００％だ

けが自慢です。 

今後もこれだけは続けて行きたいと思います。 

一年間お世話になりますがどうぞ宜しくお願い致

します。 

 

静岡第５分区 

ガバナー補佐 

事務局長 

杉山 直君 
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■ ク ラ ブ 協 議 会                       
●会員増強委員会      委員長 松葉 義之君 
新会員担当の石垣前会長と１０人の委員で活動

を進めます。 
当クラブもピーク時６８名の会員の時がありまし

たが、漸減し、２００６年には４１名、２００８年

７月には３６名にまでに減少いたしました。その後、

熱心な増強活動によって女性会員２名を含め新会

員で４０名にまで戻りました。昨年度は４２名スタ

ート、２名の新会員がありまして、本年度は４４名

のスタートとなりました。 
 本年４月の地区協議会でも日本のロータリーク

ラブの会員数が最高時より－30.2％となっている
と報告されました。 
６月１２日沼津市にての会員増強セミナー於い

ても積ガバナー、笠井地区委員長共『会員の維持、

増強はロータリー活動にとって重要な意味を持ち、

かつ喫緊の課題である。会長・委員長一体になり増

強志向をはっきりし、クラブ一体になって増強

を！』と熱く話されました。その中で強く感じた事

は「入会させていただけた、と云う本来のロータリ

ーでありたい」の言葉でした。 
８月は『増強月間』です。現会員のみんなが真の

ロータリーの素晴らしさ≪理念の高さ、厚い友情、

大いなる楽しみ≫をつくり進めて、地域Ｎｏ１ステ

ータスの団体として“入りたいクラブ”にして行き

たいと思います。 
創立４０周年の記念すべき年を迎える本年度は

純増１０％、５名の会員増を目標と致しました。非

常に高い目標ですが力を合わせて実現するよう頑

張ります。そのために 
○ 入会者の満足度向上のためにロータリーの内

容解説と親睦活動の充実 
○ テーブルメイトによる増強対策ミーティング

と炉辺会合を２～３回開催 
○ 未充填職種を調べて入会勧誘者を選出 
○ 会員に入会候補者の推薦をお願いする 
○ 入会候補者にゲストとして例会や各種行事に

体験参加の試みなど頑張ります。会員全員のご

協力をお願いいたします。 
 

●クラブ管理運営委員会 委員長 池ノ谷 敏正君 
委員長以下１７名で委員会を運営してゆきます。 

「クラブの品位を保ちつつ、楽しく明るい雰囲気

作りをリーダー、委員一丸となって取り組んでゆ

く」を基本方針として、1年取り組んでいきます。 

担当部門ごと会員の皆様のお力添えをお願いして、

楽しいクラブ運営を目指していきたいと思ってい

ます。ご協力の程、宜しくお願いします。 

担当部門ごとの主な活動 

・会場監督 

例会の品位を保つ目的で、万一例会中の私語

が目立つときは、注意していく。   

・会場運営 

タスキ着用で、会員間の挨拶の励行。 

ビジターのスムーズな誘導。ソングリーダー 

・プログラム 
楽しい例会プログラムを計画する。 
外部卓話者の紹介を広く会員にお願いする。 

・クラブ会報 

会員卓話当番の方への原稿協力依頼をする。 

江﨑君による「ロータリーの友」の概要説明 

・出席スマイル 

  欠席届 FAX 制度の復活・徹底 

お祝い以外のスマイル金額を１回千円以上と

して、スマイルの回数増加を計る。 

・保健 

会員とその家族の健康管理に寄与する。 

 
●奉仕プロジェクト委員会 委員長 森下 敏顯君 
今年度奉仕プロジェクト委員会は４部門 １.社
会・国際奉仕 ２.職業奉仕 ３.親睦 ４.新世代・
インターアクトを運営する事になりました。 
１．社会・国際奉仕は継続事業の産業大学冠講座

の次年度予定者の決定 
２．職業奉仕は職場訪問例会の実施（訪問先企業の

会場の関係、ご迷惑は要検討） 
３．親睦は年４回の夜間例会（納涼、クリスマス、

創立、最終）、新年賀詞交換会の企画運営 
会員祝い品の企画（会員誕生日、夫人誕生日、

結婚記念日） 
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結婚記念日月の例会への伴侶招待 
会員旅行の企画（白山ＲＣ創立５０周年式典へ

の参加 Ｈ24.3.3～ 時期的に要検討） 
４．新世代・インターアクトは青少年スポーツ大会

への協賛及び大会開閉式への会員参加 
インターアクト年次大会等への参加 
以上、多方面ですが、会員の協力のもと、委員

会全体で盛り上げていきたいと思います。 
●ロータリー財団委員会  委員長 鈴木 廣利君 
ガバナー月信の４月号にロータリー日本財団が公

益社団法人の認定を受けたと云う記事が載ってい

たのを皆さんはご存知だったでしょうか。 
それも申請してから３ヶ月という異例の早さでし

た。ロータリアンの皆さんからの寄付は４月１日以

降につきましては税制上の優遇措置の対象になり

ます。（2011 年 4 月Ｎｏ10 ｐ10 参考） 
これは、これまで財団が行ってきた地域社会や国際

社会での成果や実績が認められたと考えていいで

しょう。 
当委員会としてはこれらのことを会員に周知する

と共に財団がロータリアンとその支持者によって

支えられている事を理解していただく為にも卓話

や勉強会等を計画したいと思っております。 

◎ 冠 講 座       第１１回（７月１２日）              
 

シエールガス革命 

石間 尚雄君 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（担当／櫻井君） 


